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朝
鮮
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張

f白
雨
京

主偉

山
本

浩
史
羽
一
時

京
都
大
晶
子

申
緯
(
一
七
六
九
|
一
八
四
七
)
は
「
東
人
論
詩
絶
句
」
[
三
十
五
首

其
の
三
十
四
]
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
云
う
、

天
下
幾
人
間
学
杜
甫

家
家
戸
祝
最
東
方

時
従
批
解
窺
斑
得

先
数
功
臣
李
津
堂

天
下

幾
人
か
社
甫
を
皐
ぶ

時家
に家
「戸
批祝
解す
』る

従ょは
り 東

李斑方
i宰 を を
堂①窺最

いと
得す
n 
lま

先
ず
功
臣
に
数
う

は
津
風
子
]
の

『
批
解
』
と
は
、
李
植
(
一
五
八
四
一
六
四
七
)
[
披
は
浮
堂
あ
る
い

『
纂
注
杜
詩
津
風
堂
批
解
」
[
以
下
、
『
社
詩
批
解
』
と

略
す
]
を
指
し
、
朝
鮮
時
代
円
三
九
二
-
|
|
一
九
一

O
]
に
最
も
著

名
で
あ
っ
た
私
家
版
の
社
詩
注
穆
書
の
こ
と
。
朝
鮮
時
代
全
瞳
を
通

観
し
て
み
る
と
、
「
家
家
戸
覗
す
」
と
栴
さ
れ
る
ほ
ど
杜
甫
が
盛
行

し
た
の
は
、
李
氏
王
室
の
唱
導
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
た
と
え

ば
世
宗
二
十
五
年
(
一
四
四
三
)
に
は
、
「
令
集
賢
殿
参
校
杜
詩
諸
家

注
稗
合
梓
矯
一
(
集
賢
殿
に
令
し
て
杜
詩
の
諸
家
注
轄
を
参
校
し
曾
粋
し

て
一
と
き
ご
し
い
山
)
」
と
い
う
命
令
が
下
さ
れ
、
翌
年
に
完
成
し
た

『
纂
注
分
類
杜
詩
」
は
朝
鮮
史
上
初
め
て
の
社
詩
注
懇
書
と
な
っ
た
。

ま
た
成
宗
十
二
年
(
一
四
八
一
)
に
は
、
柳
允
謙
ら
が
救
命
を
奉
じ

て
朝
鮮
丈
に
よ
る
諺
解
諺
語
を
作
り
、
『
分
類
社
工
部
詩
諺
解
」
を

234 

撰
し
た
。
さ
ら
に
正
組
の
「
御
定
」
に
な
る

『
社
律
分
韻
』
五
巻
、

『
陸
律
分
韻
』

三
十
九
巻
(
あ
わ
せ
て
『
杜
陸
分
韻
』
と
稀
す
る
)
、

『
二
家
全
律
』
十
五
巻
、
『
社
陸
千
選
』
八
巻
な
ど
が
あ
り
、
前
の

二
書
は
正
租
二
十
二
年
(
一
七
九
八
)
、
後
の
二
書
は
そ
の
翌
年
に
完

成
し
て
い
る
。

看
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
民
間
に
お
い
て
も
私
家
注
が

杜
甫
の
詩
の
流
行
、
普
及
に
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
貼

で
あ
る
。
先
に
言
及
し
た
申
緯
は
、

か
つ
て
金
津
柴
(
一
八
五
O

会
九
二
七
)
に
よ
り
「
五
口
韓
五
百
年
之
第
一
大
家
(
五
円
が
韓
五
百
年
の



第
一
大
約
)
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
申
緯
は
先
に
奉
げ
た
詩
の
白
注
の

中
で
「
甲
山
停
止
室
「
社
詩
批
解
」
或
時
有
播
柱
、
然
有
禅
於
初
向
学
則
多
突
、

絵
亦
少
日
嘗
問
津
於
是
主
日
耳
(
淳
堂
の
『
社
詩
批
解
』
は
或
い
は
時
に

指
柱
[
前
後
矛
盾
]
す
る
有
り
、
然
れ
ど
も
初
墜
に
禅
す
る
有
る
こ
と
則
ち

④
 

多
し
、
絵
も
亦
た
少
き
日
嘗
て
津
を
是
の
童
H

に
問
い
し
の
み
)
」
と
い
う
。

『
社
詩
批
解
』
は
完
成
し
た
後
も
、
李
植
の
生
前
に
出
版
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
の
長
子
李
端
夏
(
一
六
二
五
一
六
八

九
)
は
、
昔
時
の
大
儒
宋
時
烈
(
一
六
O
七
一
六
八
九
)
に
「
題

絞
」
の
執
筆
を
依
頼
し
て
い
る
。
宋
時
烈
が
書
い
た

「
社
詩
貼
注

政
」
は
、
英
組
十
五
年
(
一
七
三
九
)
、

『
杜
詩
批
解
』
刊
行
の
際
に

も
牧
載
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
影
響
力
は
極
め
て
大
き
か
っ
た
。
閤
遇

沫
(
一
六
九
四
一
七
王
六
)
の
「
雑
識
」
に
よ
れ
ば
、
「
近
観
淳
堂

『
社
詩
批
解
』
、
則
於
「
春
望
」
篇
下
載
司
馬
温
公
之
説
日
、

如
是
看
得
則
其
義
似
差
長
(
近
ご
ろ
淳
堂
の
『
杜
詩
批
解
」
を
親
れ
ば
、

則
ち
「
春
望
」
篇
の
下
に
於
い
て
司
馬
温
公
[
司
馬
光
]
の
説

差ゃを
や 載
長下せ
るて

日
わ
く
、
:
:
:
是
く
の
如
く
看
得
た
れ
ば
則
ち
其
の
義

h
hシ

に
似
た
り
)
」
o

李
圭
景
(
一
七
八
八
?
)
の
『
五
洲
街
丈
長
峯
散

稿
』
も
ま
た
淳
堂
李
植
の
社
詩
解
稗
に
つ
い
て
、
「
牒
同
落
魚
排
誼

朝
鮮
時
代
私
家
社
法
考
(
張
)

説
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
杜
工
部
「
封
雨
書
懐
走
逝

許
主
簿
」
詩
項
聯
、
「
震
雷
翻
幕
燕
、
膝
雨
落
、
河
魚
』
。
我
東
李
津
風

堂
注
之
日
、
『
膝
雨
時
、
河
魚
縁
水
気
上
騰
、
落
於
平
陸
、
今
或
有

之
云
』
。
草
堂
之
詩
、
津
堂
之
棒
、
乃
千
古
一
人
。
珠
之
所
見
者
、

惟
此
而
己
、
更
未
知
古
之
何
人
己
有
及
此
否
也
(
杜
工
部
「
雨
に
封
し

て
懐
い
を
書
し
、
走
ら
せ
て
許
主
簿
を
選
、
つ
」
詩
の
項
聯
[
第
二
聯
]
に
、

ひ
る
が
え

幕
燕
を
翻
し
、
膝
雨

『
一
官
民
平
町
田

河
魚
を
落
と
す
」
と
。
我
が
東

李
津
風
堂

之
に
注
し
て
日
わ
く
、
『
牒
雨
の
時
、
河
魚
は
水
気
の

上
騰
す
る
に
縁
り
て
、
平
陸
に
落
つ
、
今
或
い
は
之
有
り
と
云
う
』
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と
。
草
堂
の
詩
、
浮
堂
の
緯
は
、
乃
ち
千
古
に
一
人
な
り
。
務
の
見

る
所
の
者
は
、
惟
だ
此
の
み
、
更
に
未
だ
知
ら
ず

に
此
に
及
ぶ
有
り
や
否
栴
)
」

0

首
時
の
加
板
[
版
木
]
日
銀
、

古
の
何
人
か
巳

た
と

え
ば

『
諸
道
加
板
録
』
、
『
完
帆
官
邸
川
板
日
銀
』
、
『
鎧
板
考
』
な
ど
を
調

べ
て
み
る
と
、

い
ず
れ
も
嶺
南
観
察
管
[
大
丘
]
に
こ
の
書
の
冊
板

が
戒
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
記
録
す
る
。

李
植
の

「
社
詩
批
解
」
は
こ
の
よ
う
に
康
く
知
ら
れ
、
私
家
の
戴

書
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
王
室
に
も
収
載
さ
れ
て
お
り
、

古
紙
主
日
銀
』
詩
歌
類
に
も
著
録
が
あ
る
。
多
く
の
研
究
者
は
そ
ろ
っ
て

『
西
庫
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こ
の
書
に
論
及
し
、
中
園
に
お
い
て
も
専
門
的
な
研
究
論
著
が
現
れ

て
い
る
。

一
方
、
そ
れ
以
外
の
私
家
杜
注
に
つ
い
て
は
、
大
半
が
す

で
に
散
供
し
て
い
る
た
め
か
、
民
子
界
で
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ

と
が
な
い
。
た
と
え
ば
李
同
時
教
授
に
よ
れ
ば
、
「
『
纂
注
社
詩
津
風

堂
批
解
』
は
我
が
固
唯
一
の
個
人
に
よ
る
社
詩
専
著
で
あ
る
」
と
い

う
。
ま
た
李
立
信
教
授
が
紹
介
し
て
い
る
朝
鮮
竿
島
に
お
け
る
杜
詩

の
私
家
編
注
本
は
、
『
社
詩
批
解
」
を
除
く
と
、
わ
ず
か
に
現
代
の一前コ

盟
宇
者
李
丙
轄
の
「
社
詩
諺
解
批
注
」
と
「
社
詩
諺
解
抄
」
し
か
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
朝
鮮
に
お
け
る
私
家
社
注
に
つ
い
て
い
さ
さ
か

考
察
を
加
え
、
先
人
の
及
ば
ざ
る
と
こ
ろ
を
補
い
た
い
と
思
う
。

成
丈
溶
「
社
律
注
許
」

申
敏

(
一
五
七
六
一
六
五
O
)
の
「
外
男
際
監
成
公
墓
誌
銘
並

序
」
に
云
う
、

公
姓
成
、
詳
丈
溶
、
字
仲
深
。
:
:
:
考
誇
津
、
牛
渓
先
生
、

誼
丈
簡
。
批
高
霊
申
氏
。
郡
守
汝
楳
之
女
、
柔
順
配
徳
、
以
隆

慶
己
未
二
月
二
日
、
生
公
子
坂
山
之
漠
上
。
:
:
:
内
寅
正
月
、

遂
卒
子
漢
京
之
寓
舎
、
享
年
六
十
八
失
。
:
:
:
治
園
林
、
好
種

樹
、
得
一
丘
於
前
渓
、
遺
造
其
上
、
名
其
亭
日
「
水
雲
」
、
別

白
披
治
浪
。
潜
心
経
籍
、
手
不
蒋
巻
、
至
得
意
慮
、
親
恰
然
忘

食
。
晩
年
喜
讃
「
洪
範
」
、
温
故
知
新
、
白
以
其
意
敷
演
矯
註

解
。
雄
不
霊
合
先
儒
之
停
、
而
亦
有
前
賢
所
未
護
者
。
有
評

『
社
律
虞
註
』
及
「
哀
江
南
賦
」
添
註
、
並
刊
行
於
世
。

公

姓
は
成
、
詳
は
丈
一
宿
、
字
は
仲
深
。
:
:
:
考
[
亡
父
]

の
誌
は
揮
、
牛
渓
先
生
、
誼
は
丈
筒
。
批
[
亡
母
]
は
高
霊
の

む
す
め

申
氏
。
郡
守
汝
楳
の
女
に
し
て
、
柔
順
配
徳
、
隆
慶
己
未
二
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月
二
日
を
以
て
、
公
を
坂
山
の
渓
上
に
生
む
。
:
:
:
丙
寅
正
月
、

還
に
漢
京
の
寓
舎
に
卒
す
、
享
年
六
十
八
O
i
-
-
-
園
林
を
治
め
、

樹
を
種
う
る
を
好
み
、

一
丘
を
前
渓
に
得
た
り
、
其
の
上
に
遁

遣
し
て
、
其
の
亭
に
名
づ
け
て
「
水
雲
」
と
日
う
、
別
に
自
ら

治
浪
と
披
す
。
心
を
経
籍
に
潜
め
、
手
よ
り
巻
を
稗
か
ず
、
音
品

を
得
る
庭
に
至
る
や
、
杭
ち
恰
然
と
し
て
食
を
忘
る
。
晩
年
は

[
『
向
書
』
の
]
「
洪
範
」
を
謹
む
を
喜
ぴ
、
故
き
を
温
ね
て
新

し
き
を
知
り
、
自
ら
其
の
意
を
以
て
敷
演
し
て
註
解
を
矯
る
。

童
く
は
先
儒
の
惇
に
合
わ
ず
と
難
も
、
亦
た
前
賢
の
未
だ
護



せ
ざ
る
所
の
者
有
り
。
許
『
社
律
虞
註
』
及
び
[
庚
信
の
]
「
哀

江
南
賦
」
添
註
有
り
、
並
び
に
世
に
刊
行
せ
ら
ふ
o

丈
中
の
「
牛
渓
先
生
」
と
い
う
の
は
成
津
(
一
五
三
五
会
五
八
四
)
、

朝
鮮
時
代
の
著
名
な
理
皐
者
で
あ
り
、
李
聞
(
一
五
三
六
会
五
八

四
)
の
友
人
で
あ
っ
た
。
申
敏
一
は
成
文
溶
の
長
女
の
婿
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
は
成
丈
溶
の
生
年
を
「
隆
慶
己
未
二
月
二

日
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
隆
慶
年
間
に
己
未
の
年
は
な
く
、

賓
際
に
は
誤
記
で
あ
ろ
う
。
ヰ
ア
舜
畢
(
一
五
九
六
|
一
六
六
八
)
「
槍

浪
成
公
墓
誌
銘
」
に
は
「
生
於
嘉
靖
己
未
二
月
二
日
、
卒
以
天
啓
丙

寅
正
月
二
十
六
日
、
享
年
六
十
八
(
嘉
靖
己
未
二
月
二
日
に
生
ま
れ
、

:
 

天
啓
丙
寅
の
年
正
月
二
十
六
日
に
卒
す
、
じ
字
年
六
十
八
)
」
と
記
載
さ
れ
、

ま
た
宋
時
烈
「
槍
浪
成
公
墓
褐
銘
並
序
」
で
は
「
天
啓
丙
寅
、
年
六

十
八
、
正
月
二
十
六
日
卒
(
天
啓
丙
寅
の
年
、
年
六
十
八
、
正
月
二
十
六

⑬
 

日
に
卒
す
こ
と
す
る
。
両
者
の
記
述
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
申
敏

一
の
丈
中
に
い
う
「
隆
慶
」
は
「
嘉
靖
」
の
誤
り
で
あ
り
、
成
文
溶

の
生
卒
年
は
一
五
五
九
一
六
一
ヱ
ハ
で
あ
る
と
分
か
る
。
こ
の
書
は

『
社
律
虞
註
』
を
底
本
と
し
て
注
と
評
を
加
え
た
も
の
で
、

い
く
つ

朝
鮮
時
代
私
家
社
法
考
(
張
)

か
異
な
る
書
名
で
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
賓
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
。

再
ア
舜
奉
は
こ
う
述
べ
る
、

公
詩
文
溶
、
字
仲
深
。
嘗
治
渓
亭
、
名
「
水
雲
」
、
帰
詠
以

自
適
、
機
濯
以
白
潔
。
「
治
浪
」
白
競
、
蓋
取
諸
此
。
所
著
有

詩
文
若
干
篇
及
「
社
律
評
」
、
「
註
哀
江
南
」
o

如
「
太
極
排
」
、

「
洪
範
義
」
、
則
晩
年
所
定
也
。

詳
は
丈
溶
、
字
は
仲
深
。
嘗
て
渓
亭
を
治
め
、
「
水

た
の

雲
」
と
名
づ
く
、
時
明
一
諒
し
て
以
て
自
ら
適
し
み
、
務
濯
し
て
以

き

よ

こ

れ

て
自
ら
潔
く
す
。
「
治
浪
」
と
自
ら
捜
す
る
は
、
蓋
し
諸
を
此

公
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に
取
る
な
ら
ん
。
著
す
所
に
詩
文
若
干
篇
及
び

「
社
律
許
可

則「
ち註
晩哀
年江
l二南
疋」

む有
るり
hn- 0 

7う「

ら毒
剤半

洪
範
義

の
如
き
は
、

宋
時
烈
は
ま
た
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
、

車
五
山
天
轄
自
負
該
治
、
註
「
哀
江
南
」
、
公
訂
其
靴
課
。

又
有
「
杜
律
註
許
」
o

後
圏
中
書
籍
遭
乱
焚
失
、
有
以
故
事
問
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者
、
公
庭
口
封
、
時
人
取
決
、
如
東
耳
目
之
弓
・
賀
也
。

た
の

車
五
山
天
絡
は
自
ら
該
治
[
博
識
]
な
る
を
負
み
、
「
哀
江

其
の
説
誤
を
訂
す
。
又
た
『
社
律
註
評
』

有
り
。
後
に
園
中
の
書
籍
乱
に
遭
い
焚
失
す
る
に
、
故
事
を

以
て
問
、
つ
者
有
れ
ば
、
公
口
に
麿
じ
て
封
う
、
時
人

取
る
こ
と
、
東
晋
の
弓
・
賀
の
如
き
な
り
。

南
」
に
註
し
、
公

決
を

『
資
治
通
鑑
』
耳
目
紀
十
二
の
「
中
宗
元
皇
帝
上
」
に
「
弓
協
久
宜
中

朝
、
詰
練
奮
事
、
賀
循
矯
世
儒
宗
、
明
習
曜
随
一
子
、
凡
有
疑
議
、
品
目
取

決
需
(
弓
協

久
し
く
中
朝
に
宣
た
り
て
、
蕎
事
を
詰
練
し
、
賀
循
世
の

お

よ

こ

れ

儒
宗
篇
り
て
、
櫨
阿
国
字
に
明
習
す
、
凡
そ
疑
議
有
れ
ば
、
比
白
な
決
を
需
に
取

何)」
0

こ
れ
が
す
な
わ
ち
宋
時
烈
の
文
章
の
基
づ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

成
丈
溶
に
は
「
治
浪
集
』
四
巻
が
世
に
惇
わ
り
、
そ
の
中
の
「
書
社

律
虞
註
後
」
に
云
う
、

絵
於
前
歳
之
夏
、
得
此
本
於
逆
族
主
人
。
其
説
甚
新
、
昔
所

未
観
。
雄
未
必
壷
得
作
者
之
意
、
而
時
有
説
得
痛
快
慮
、
以
矯

讃
社
者
之
不
可
不
知
也
。
図
録
一
本
、
以
昇
見
曹
。
既
又
聞
人

有
新
刊
唐
本
虞
註
、
因
借
而
観
之
、
則
巻
末
有
践
、
奮
本
所
無
、

乃
嘉
靖
年
間
太
原
守
済
南
黄
臣
奥
山
西
監
察
御
使
浮
山
穆
相
重

刊
此
書
、
而
黄
又
白
潟
之
蹴
者
也
。
其
略
云
、
「
預
誼
『
麓
堂

詩
話
』
、
西
涯
論
虞
註
必
非
伯
生
之
作
。
後
遊
都
下
、
偶
獲
刻

本
名
『
杜
工
部
律
詩
演
義
』
、
賓
輿
虞
註
同
、
而
序
稽
元
季
京

口
進
士
張
性
伯
成
者
、
博
皐
早
亡
、
郷
人
悼
之
、
得
此
遺
稿
、

因
相
輿
合
力
刊
行
。
館
得
之
喜
甚
、
欲
以
其
書
告
西
涯
、
曾
其

卒
而
不
呆
云
」
o

然
則
所
謂
虞
註
者
果
非
出
於
伯
生
、
而
戊
丁

之
許
、
信
知
言
実
。
然
以
二
楊
・
胡
・
黄
之
詞
皐
檀
聾
、
而
乃

不
悟
虞
註
之
篇
贋
、
至
矯
之
序
引
而
惇
之
、
何
也
。
山
豆
兵
火
之

飴
異
本
散
亡
、
濁
此
残
編
、
偶
落
書
辞
、
而
未
惇
於
世
、
故
四
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公
只
見
贋
本
而
考
之
有
未
詳
也
耶
。
臆
。
四
公
之
所
不
得
見
、

而
黄
公
猶
幸
得
而
惇
之
、
遂
破
数
百
年
来
註
乱
之
惑
、
忍
又
非

数
耶
。
抑
戊
丁
之
書
中
園
所
未
見
、
而
濁
出
於
吾
東
邦
又
何
也
。

宣
亦
草
野
況
論
如
張
伯
成
之
流
者
、
所
以
隠
而
不
見
也
耶
。
試

誌
子
中
朝
準
士
文
章
短
公
、
其
必
有
識
之
者
夫
、
姑
識
子
此
以

侯
云
。
高
暦
甲
寅
新
秋
上
溝
、
昌
寧
成
文
溶
書
。

官会

前
歳
の
夏
に
於
い
て
、
此
の
本
を
逆
族
の
主
人
よ
り
得



み

た
り
。
其
の
説
甚
だ
新
た
に
し
て
、
昔
未
だ
観
ざ
る
所
な
り
。

未
だ
必
ず
し
も
蓋
く
は
作
者
の
意
を
得
ず
と
難
も
、
時
に
説
き

お
も

得
て
痛
快
な
る
庭
有
り
、
以
矯
え
ら
く
、
杜
を
謹
む
者
の
知
ら

ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
と
。
因
り
て
一
本
を
録
し
、
以
て
見
曹

告
の
た

に
昇
、
っ
。
既
に
又
た
人
に
新
刊
の
唐
本
虞
註
有
り
と
聞
き
、
因

り
て
借
り
て
之
を
観
れ
ば
、
則
ち
巻
末
に
践
有
り
、
喜
本
の
無

き
所
な
り
、
乃
ち
嘉
靖
年
間
に
太
原
守
済
南
の
黄
臣
と
山
西
監

察
御
使
浮
山
の
穆
相
[
穆
浮
山
]
と
此
の
書
を
重
刊
す
、
而
し

て
黄
は
又
た
自
ら
之
の
肢
を
矯
る
者
な
り
。
其
の
略
に
云
わ
く
、

一一「

7象

『
麓
堂
詩
話
』
を
謹
む
に
、
西
涯
[
李
束
陽
の
競
]
論

ず
ら
く
虞
註
は
必
ず
伯
生
[
虞
集
の
字
]

の
作
に
非
ざ
ら
ん
と
。

後
に
都
下
に
遊
び
、
偶
た
ま
刻
本
の

『
社
工
部
律
詩
演
義
」
と

名
手
つ
く
る
を
獲
た
り
、
賓
に
虞
註
と
同
じ
な
る
も
、
而
る
に
序

因し に
りて稽
て 早2す
相 に
い 亡 元
輿iく季
にな
力り
を
合 郷
わ 人
せ
て
刊
行
せ
り
と

鈴

京
口
の
進
士
、
張
性
伯
成
な
る
者
、
博
墜
に

之
を
悼
む
。
此
の
遺
稿
を
得
て
、

之
を
得

て
喜
ぶ
こ
と
甚
だ
し
、
其
の
書
を
以
て
西
涯
に
告
げ
ん
と
欲
す

る
も
、
其
の
卒
す
る
に
曾
い
て
果
た
せ
ず
と
云
う
」
と
。
然
ら

朝
鮮
時
代
私
家
社
法
考
(
張
)

い
わ
ゆ
る

ば
則
ち
所
謂
虞
註
な
る
者
は
果
た
し
て
伯
生
に
出
づ
る
に
非

ま
こ
と

信
に
知
言
た
り
。
然
れ
ど
も
二

ず
し
て
、

戊
丁
の
評
は
、

楊
・
胡
・
黄
[
『
杜
律
虞
註
』
巻
頭
に
序
を
載
せ
る
明
の
楊
士
奇
・

ほ
し
い
ま
ま

楊
楽
・
胡
泣
・
寅
准
の
四
人
]
の
詞
皐
撃
を
檀
に
す
る
を

以
て
し
て
、
乃
ち
虞
註
の
贋
矯
る
を
悟
ら
ず
、
之
が
序
引
を
矯

り
て
之
を
惇
う
る
に
至
る
は
、
何
ぞ
や
。
山
豆
に
兵
火
の
絵
、
己
県

本
散
亡
し
、
濁
り
此
の
残
編
の
み
、
偶
た
ま
書
詐
を
落
と
し
て
、

未
だ
世
に
停
わ
ら
ず
、
故
に
四
公
は
只
だ
贋
本
を
見
て
之
を
考

あ
あ

う
る
に
未
だ
詳
ら
か
に
せ
ざ
る
有
ら
ん
や
。
臆
。
四
公
の
見
る
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を
得
、
ざ
る
所
に
し
て
、
黄
公
[
黄
臣
]
猶
お
幸
い
に
得
て
之
を

停
え
、
遂
に
数
百
年
来
註
乱
の
惑
い
を
破
る
、
基
れ
又
た
数

そ
も
そ

[
淫
命
]
に
非
ず
や
。
抑
も
戊
丁
の
書
は
、
中
園
に
未
だ
見

え
ざ
る
所
な
り
、
而
し
て
濁
り
吾
が
東
邦
に
出
づ
る
は
又
た
何

ぞ
や
。
宣
に
亦
た
草
野
に
況
諭
せ
る
張
伯
成
の
流
の
如
き
者
、

あ

ら

わ

ゆ

え

ん

隠
れ
て
見
れ
ざ
る
所
以
な
ら
ん
や
。
試
み
に
中
朝
の
撃
士

文
章
の
鉦
公
に
稔
ぐ
れ
ば
、
其
れ
必
ず
之
を
識
る
者
有
ら
ん
、

姑
く
此
に
識
し
以
て
侯
た
ん
と
云
う
。
高
暦
甲
寅
の
新
秋
上

⑬
 

砕
[
上
旬
]
、
昌
寧
の
成
文
溶
書
す
。
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高
暦
甲
寅
は
朝
鮮
王
朝
で
は
光
海
君
六
年
(
一
六
一
四
)
に
あ
た
り
、

時
に
成
文
溶
は
五
十
六
歳
。
社
甫
の
律
詩
に
評
注
を
つ
け
る
作
業
は

」
の
後
も
行
わ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
た
だ
し
、
丈
中
の
「
戊
丁
」

が
い
っ
た
い
何
を
指
す
の
か
未
詳
、
博
雅
の
士
の
示
殺
を
望
む
。

『
杜
律
虞
註
』
は
朝
鮮
時
代
に
麿
く
流
行
し
た
杜
詩
注
稗
書
で
あ
る

が
、
最
も
早
く
こ
の
書
の
異
備
を
排
じ
た
の
は
、
ほ
か
ら
な
ぬ
成
文

溶
で
あ
り
、
彼
の
説
は
後
世
に
も
影
響
を
輿
え
た
。
申
緯
の
「
題
虞

注
杜
詩
後
二
首
並
序
」
に
云
う
、

『
虞
注
杜
律
』
飴
白
少
日
毎
疑
其
託
名
於
伯
生
、
持
此
論
久

ム
矢
。
近
見
『
成
治
浪
集
』
抄
本
所
載
、
以
矯
『
虞
注
社
律
」
嘉

靖
間
太
原
{
寸
済
南
黄
臣
奥
山
西
監
察
御
史
浮
山
穆
相
重
刊
此
書
、

黄
白
馬
政
、
其
略
云
O
i
-
-
-
据
此
則
此
書
之
非
伯
生
、
古
人
己

先
我
而
疑
之
、
況
有
黄
蹴
之
明
誼
耶
。
張
性
、
元
人
也
。
伯
行

輿
伯
生
音
相
近
而
早
亡
、
虞
道
園
則
元
時
之
大
家
也
、
故
逐
以

虞
注
見
栴
耶
。

少
き
日
よ
り
毎
に
其
の
名
を
伯
生

『
虞
注
杜
律
』
は
、
飴

に
託
す
る
を
疑
い
、
此
の
論
を
持
す
る
こ
と
久
し
。
近
ご
ろ

『
成
治
浪
集
』
抄
本
の
載
す
る
所
を
見
る
に
、
以
渇
え
ら
く

『
虞
注
杜
律
」
は
嘉
靖
聞
に
太
原
守
済
南
の
黄
臣
と
山
西
監
察

御
史
浮
山
の
穆
相
と
此
の
書
を
重
刊
す
、
黄

自
ら
践
を
篇
り
、

其
の
略
に
云
う
。
:
:
:
此
に
据
れ
ば
則
ち
此
の
書
の
伯
生
に
非

ざ
る
は
、
古
人

己
に
我
に
先
ん
じ
て
之
を
疑
え
り
、
況
ん
や

黄
肢
の
明
謹
有
る
を
や
。
張
性
は
、
元
人
な
り
。
伯
行
と
伯
生

と
音
相
い
近
く
し
て
早
に
亡
ぶ
、
虞
遁
園
[
虞
集
]
は
則
ち
元

⑬
 

の
時
の
大
家
な
り
、
故
に
遂
に
虞
注
を
以
て
稽
せ
ら
る
る
か
。

ま
た
「
再
題
虞
注
社
律
並
序
」
に
も
云
う
、
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徐
在
乙
未
、
得
見
『
虞
注
杜
律
』
済
南
黄
臣
蹴
、
即
題
二
詩
、

確
排
其
非
虞
注
、
乃
張
性
伯
行
之
注
、
而
伯
行
奥
伯
生
音
相
近

也
、
故
但
知
以
批
停
活
虞
伯
生
ム
矢
。
今
乃
閲
王
玩
亭
『
池
北
隅

談
』
、
盆
知
其
所
未
知
。
民
古
一
丁
目
、
「
『
杜
律
』
乃
張
注
、
非
虞

注
。
張
性
字
伯
成
、
江
西
金
渓
人
。
元
進
士
、
嘗
著
『
向
圭
日
補

停』
o

濁
足
翁
呉
伯
慶
有
職
詩
云
、
「
筆
疏
空
令
惇
杜
律
、
志
銘

誰
奥
纏
唐
碑
。
」
珠
在
京
師
、
曾
得
張
注
奮
本
」
。
止
按
此
則
張



性
字
伯
成
、
又
非
伯
行
也
。
然
則
原
非
其
字
之
音
近
於
伯
生
而

稀
虞
注
也
、
又
矯
之
一
嘆
。

官主

乙
未
に
在
り
て
、
『
虞
注
杜
律
』
済
南
の
黄
臣
の
肢
を

見
る
を
得
、
即
ち
二
詩
を
題
し
、
確
か
に
其
の
虞
注
に
非
ざ
る

を
排
ず
、
乃
ち
張
性
伯
行
の
注
に
し
て
、
伯
行
と
伯
生
と
は
音

相
い
近
き
な
り
、
故
に
但
だ
知
る

批
を
以
て
惇
え
て
虞
伯
生

と
矯
す
を
。
今
乃
ち
王
院
亭
[
王
土
旗
]
『
池
北
隅
談
』
を
閲
す

る
に
、
盆
ま
す
其
の
未
だ
知
ら
ざ
る
所
を
知
る
。
院
亭
日
く
、

「
『
社
律
」
は
乃
ち
張
注
に
し
て
、
虞
注
に
非
ず
。
張
性

は
伯
成
、
江
西
金
渓
の
人
。
元
の
進
士
、
嘗
て
『
尚
書
補
惇
」

を
著
す
。
濁
足
翁
呉
伯
慶
に
鞭
詩
有
り
て
云
う
、
「
筆
疏

し
く
杜
律
を
惇
え
し
め
、
志
銘

と
。
珠

誰
か
輿
に
唐
碑
を
継
が
ん
』

京
師
に
在
り
し
と
き
、
曾
て
張
注
の
奮
本
を
得
た

り
」
と
。
止
だ
此
を
按
ず
れ
ば
則
ち
張
性

伯
行
に
非
ざ
る
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
原
よ
り
其
の
字
の
音
の
伯

字
は
伯
成
、
又
た

生
に
近
く
し
て
虞
注
と
稽
せ
ら
る
る
に
非
ざ
る
な
り
、
又
た
之

⑬
 

が
矯
に
一
嘆
す
。

朝
鮮
時
代
私
家
社
法
考
(
張
)

前
者
は
朝
鮮
憲
宗
元
年
乙
未
ロ
八
三
五
)
、
後
者
は
憲
宗
七
年
辛
丑

の
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
行
本
『
槍
浪
集
』
で

は
は
っ
き
り
と
「
張
性
伯
成
」
に
作
る
が
、
申
緯
の
見
た
抄
本
で
は

「
張
性
伯
行
」
に
作
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
六
年
後
に
彼

が
王
士
棋
の

『
池
北
偶
談
」
を
見
る
ま
で
訂
正
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
申
敏
一
に
よ
れ
ば
、
成
文
溶
の
『
社
律
注
評
』
は
「
世
に

刊
行
せ
ら
」
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
跡
を
た

ど
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
書
は
ま
た
杜
詩
皐
習
の
教
科
書
と
し

~ 

十

て
、
同
門
の
弟
子
た
ち
の
聞
に
惇
寓
さ
れ
た
と
い
う
。
萎
錫
土
土
(
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六
二
八
一
六
九
五
)
の
「
社
詩
糊
補
修
正
序
」
に
云
う
、

空

家
君
少
受
業
於
治
浪
先
生
、
先
生
即
牛
漠
先
生
之
子
也
。
治

浪
之
内
出
字
、
得
之
家
庭
。
隠
徳
不
仕
、
有
古
君
子
之
風
罵
。
又
工

於
丈
詞
、
最
喜
少
陵
詩
、
手
白
批
評
、
註
樗
頗
詳
悉
。
家
君
的

得
之
於
其
門
下
、
酷
愛
之
、
平
居
未
嘗
頃
刻
離
子
手
。
又
手
白

一
世
烏
一
一
般
而
戴
之
、
絵
小
子
即
嘗
受
讃
者
数
年
。
而
又
迭
蹄
於

君
干
従
之
手
、
字
書
一
多
就
汗
減
、
至
不
堪
謹
。
飴
甚
塵
然
、
及
夫

北
来
之
時
、
擦
至
案
中
、
朝
夕
奉
玩
。
圃
所
以
久
遠
之
計
、
遂
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糊
以
他
紙
、
又
補
其
快
章
、
装
成
一
新
巻
。
:
:
:
是
不
可
以
無

序
、
逐
略
記
此
事
、
以
示
後
昆
。
歳
在
丁
未
孟
春
下
溝
、
不
宵

子
錫
圭
再
拝
謹
書
。

家
君
[
我
が
父
]
は
少
き
と
き
業
を
治
浪
先
生
に
受
く
、
先

生
は
即
ち
午
渓
先
生
の
子
な
り
。
治
浪
の
皐
は
、
之
を
家
庭
に

得
。
隠
徳
し
て
仕
え
ず
、
古
君
子
の
風
有
り
。
又
た
丈
詞
に

た

く

み

て

ず

か

工
に
し
て
、
最
も
少
陵
の
詩
を
喜
ぴ
、
手
自
ら
批
評
し
、
註

ト
ふの

り
て
之
を
其
の
門
下
に
得
て
、

酷日来事
M まは
一之厚
主語
浸: 芳ミ

す'ぎ

干死
居家

君
未
だ
嘗
て
頃
刻
も
手
よ
り
離
さ
ず
。

又
た
手
自
ら
一
帳
を
浮
寓
し
て
之
を
戒
す
、
鈴
小
子

て
受
け
て
謹
む
こ
と
敢
年
。
而
る
に
又
た
迭
わ
る
が
わ
る
葦
従

即
ち
嘗

の
手
に
蹄
し
、
字
書
一
多
く
汗
減
に
就
き
、
謹
む
に
堪
え
ざ
る
に

至
る
。
能
甚
だ
塵
然
と
し
て
、
夫
の
北
来
の
時
に
及
び
、
橘
え

ゆ
え
ん

で
案
中
に
至
ら
し
め
、
朝
夕
奉
玩
す
。
久
遠
た
る
所
以
の
計

を
固
り
、
遂
に
糊
す
る
に
他
紙
を
以
て
し
、
又
た
其
の
紋
書
一
を

補
い
、
装
い
て
一
新
巻
を
成
す
。
:
:
:
是
れ
以
て
序
無
か
る
べ

か
ら
ず
、
遂
に
略
ぼ
此
の
事
を
記
し
、
以
て
後
日
比
[
子
孫
]
に

一
不
さ
ん
。
歳
は
丁
未
の
孟
春
下
溝
に
在
り
、
不
合
の
子
錫
圭

③
 

再
拝
し
て
謹
ん
で
書
す
。

こ
の
序
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
本
書
の
杜
詩
に
釘
す
る
「
註
稗
は
頗

る
詳
悉
」
で
あ
っ
た
。
萎
錫
圭
の
父
は
こ
れ
を
師
の
成
丈
溶
か
ら
授

け
ら
れ
、
さ
ら
に
自
分
の
子
弟
に
惇
え
た
。
序
が
書
か
れ
た
の
は
丁

未
の
年
(
一
六
六
七
)
、
す
な
わ
ち
成
丈
溶
の
死
後
四
十
年
鈴
り
も
経

過
し
て
お
り
、
こ
れ
以
降
、
本
書
に
封
す
る
言
及
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

向
学
界
で
は
こ
れ
ま
で
李
植
の

『
杜
詩
批
解
』
を
朝
鮮
で
最
初
の
私
家

社
注
と
み
な
し
て
き
た
が
、
李
植
が
注
稗
作
業
に
着
手
し
た
の
は
己

む

巳
の
年
(
一
六
二
九
)
で
あ
り
、
成
丈
溶
は
そ
の
三
年
前
に
す
で
に
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世
を
去
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
丈
溶
の
評
注
本
こ
そ
が
朝
鮮
史

上
初
の
個
人
の
手
に
よ
る
杜
詩
注
緯
書
で
あ
り
、
も
っ
と
重
覗
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

金
措
の
社
詩
注

鄭
宗
魯
(
一
七
三
八
一
八
一
六
)
の
「
成
均
生
員
負
喧
堂
金
公
行

状
」
に
云
う
、



公
詳
梢
、
字
正
則
、
姓
金
氏
。
:
:
:
公
嘗
註
李
・
杜
詩
、
以

正
奮
靴
、
而
李
則
未
及
卒
業
。

詳
は
糖
、
字
は
正
則
、
姓
は
金
氏
。
:
:
:
公
嘗
て
李
・

/~、
ふ点、

杜
の
詩
に
註
し
、
以
て
奮
批
を
正
す
も
、
李
は
則
ち
未
だ
業
を

お

②

卒
う
る
に
及
ば
ず
。

金
構
(
一
六
一
三
二
一
七
一
六
)
の
事
績
は
、
鄭
氏
の
撰
し
た
こ
の

「
行
賦
」
に
見
え
る
。
か
つ
て
李
白
と
杜
甫
の
詩
に
注
を
施
し
た
が
、

文
中
の
「
李
は
則
ち
未
だ
業
を
卒
、
つ
る
に
及
ば
ず
」
と
い
う
箇
所
か

ら
、
杜
詩
の
注
程
の
方
は
完
成
し
て
い
た
と
分
か
る
。
そ
の
特
色
は

「
奮
批
を
正
す
」
こ
と
に
あ
っ
た
。

朴
泰
淳
「
杜
詩
排
律
集
解
』

朴
泰
淳
(
一
六
五
三
一
七
O
一
)
の
「
杜
詩
排
律
集
解
序
」
に
云

、
叶
ノ

実
註
社
詩
、
競
稽
千
家
、
可
謂
盛
実
。
若
歌
行
諸
篇
、
第
郷

塾
諸
生
所
論
習
、
殆
輿
四
子
書
等
、
各
自
有
惇
授
。
而
其
四
韻

朝
鮮
時
代
私
家
社
法
考
(
張
)

律
、
尤
矯
詞
翰
家
準
的
。
故
虞
部
庵
註
七
三
円
超
東
山
註
五
一
三
一
口
、

近
又
有
合
註
五
七
言
稽
昨
彊
園
註
者
、
並
行
於
世
。
而
濁
於
排

律
無
別
措
表
章
之
者
、
何
哉
。
四
韻
律
盛
於
問
、
天
問
、
而
至

子
美
能
事
畢
実
。
然
其
淋
病
縦
横
、
如
長
江
洪
河
之
奔
放
原
陸
、

浩
汗
不
掲
・
'
深
山
喬
山
獄
之
呑
吐
雲
霞
、
蟹
化
無
窮
。
又
其
憂
時

間
世
、
反
覆
致
意
、
使
誼
之
者
増
飲
累
秋
不
能
自
己
者
、
則
是

寂
塞
短
篇
之
所
未
暇
有
罵
耳
、
烏
可
以
俗
士
末
附
晶
子
之
所
不
恒
習

而
有
所
忽
略
哉
。
絵
馬
是
病
久
失
。

歳
己
巳
、
罷
官
閑
居
、
乃
取
排
律
、
類
合
五
七
言
、
凡
得
若

干
首
、
取
諸
家
註
解
、
捌
其
繁
複
、
正
其
謁
謬
。
亦
頗
参
考
前

代
書
籍
、
策
採
先
輩
笥
記
、
添
補
閥
略
、
遂
萱
話
回
所
、
戒
諸
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巾
桁
、
以
挨
世
同
好
之
士
。
の
念
子
美
以
雄
博
之
内
学
、
負
経
論

之
志
、
遁
首
玄
・
謂
之
時
。
内
而
艶
妻
煽
庭
、
外
而
彊
藩
稽
兵
、

記
乱
極
実
。
首
是
時
、
好
主
円
抱
紫
列
鼎
鳴
鍾
之
輩
、
非
出
於
奴

虜
、
即
闘
茸
姦
壬
之
徒
耳
。
顧
乃
流
離
秦
陣
、
展
特
庸
罰
、
遂

至
遠
播
江
湘
之
外
。
採
相
於
荒
山
、
乞
締
於
窮
問
。
白
古
君
子

之
窮
、
未
有
若
公
之
甚
者
会
。
憂
愁
疾
病
、
二
国
諸
篇
章
、
白

悼
其
身
命
、
而
絶
無
憤
怨
誹
議
之
詞
、
猫
倦
倦
有
望
於
宗
園
者
、
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惟
在
牧
賢
俊
、
止
え
鍵
復
貞
観
之
奮
而
巳
。
「
復
見
唐
虞
理
、

甘
局
汗
漫
遊
」
一
聯
、
可
想
其
情
懇
失
。
鳴
呼
。
此
異
可
謂
百

世
人
臣
之
師
表
失
。
然
則
誼
此
集
者
、
苛
或
不
験
以
性
情
之
正
、

而
只
以
其
聾
華
之
美
、
取
其
格
律
之
工
、
以
是
求
公
詩
者
、
即

所
謂
耳
食
耳
筒
、
何
能
以
意
逆
志
、
不
失
其
製
作
之
旨
哉
。
鳴

呼
。
是
可
以
易
言
哉
。
庚
午
仲
秋
書
子
延
昌
軒
。

杜
詩
に
筆
註
す
る
は
、
千
家
を
競
稀
す
、
盛
ん
な
り
と
謂
う

ベ
し
。
歌
行
諸
篇
の
若
き
は
、
郷
塾
諸
生
の
諦
習
す
る
所
と
矯

り
、
殆
ど
四
子
書
[
四
書
]
と
等
し
く
、
各
お
の
自
ら
惇
授
す

る
有
り
。
而
し
て
其
の
四
韻
の
律
[
律
詩
]
は
、
尤
も
詞
翰
家

の
準
的
と
話
す
。
故
に
虞
部
庵
は
七
言
に
註
し
、
超
東
山
は
五

言
に
註
し
、
近
ご
ろ
又
た
五
七
言
に
合
註
し
て
昨
彊
園
註
と
稽

す
る
者
有
り
、
並
び
に
世
に
行
わ
る
。
而
る
に
濁
り
排
律
に
於

い
て
別
に
矯
に
之
を
表
章
す
る
者
無
き
は
、
何
ぞ
や
。
四
韻
の

律
は
開
・
天
[
開
一
花
・
天
賓
]
の
聞
に
盛
ん
に
し
て
、
子
美
に

お
わ

至
り
て
能
事
畢
れ
り
。
然
れ
ど
も
其
の
淋
病
縦
横
た
る
こ
と
、

長
江
洪
河
の
原
陸
に
奔
放
し
、
浩
汗
と
し
て
掲
き
ざ
る
が
如
く
、

深
山
喬
山
獄
の
雲
霞
を
呑
吐
し
、
問
問
先
化
窮
ま
り
無
き
が
如
し
。
又

あ
わ

た
其
の
時
を
憂
い
世
を
閥
れ
み
、
反
覆
し
て
意
を
致
す
は
、
之

か
さ

を
謹
む
者
を
し
て
駄
を
増
し
秋
を
累
ね
て
[
ま
す
ま
す
嘆
息
し

や

て
]
自
ら
己
む
能
わ
ざ
ら
し
む
る
者
な
り
、
則
ち
日
疋
れ
寂
塞
た

こ

れ

い

ず

る
短
篇
の
未
だ
罵
有
る
に
暇
あ
ら
ざ
る
所
な
る
の
み
、
烏
く
ん

ぞ
俗
士
末
撃
の
恒
習
せ
ざ
る
所
を
以
て
忽
略
す
る
所
有
る
べ
け

是
が
需
に
病
む
こ
と
久
し
。

ん
や
。
絵

歳
己
巳
、
官
を
罷
め
て
閑
居
し
、
乃
ち
排
律
を
取
り
、
類
も

て
五
七
言
を
合
し
、
凡
そ
若
干
首
を
得
た
り
、
諸
家
の
註
解
を

け
ず

取
り
、
其
の
繁
複
を
刑
り
、
其
の
謁
謬
を
正
す
。
亦
た
頗
る
前

244 

代
の
書
籍
を
参
考
し
、
粂
ね
て
先
輩
の
笥
記
を
採
り
、
閥
略
を

わ

か

こ

れ

添
補
し
、
還
に
萱
ち
て
四
冊
と
矯
し
、
諸
を
巾
桁
[
小
箱
]
に

載
し
、
以
て
世
の
同
好
の
士
を
挨
つ
。
の
お
念
う
子
美
雄

寺
a
M
A
C

博
の
附
晶
子
を
以
て
、
経
給
の
志
を
負
い
、
適
に
玄
・
粛
[
唐
の
玄

さ

か

ん

お

煽
に
し
て
い
廃
り

兵
を
稽

宗
・
粛
宗
]

の
時
に
首
た
る
。
内
は
艶
妻

[
楊
貴
妃
が
玄
宗
の
寵
愛
を
盛
ん
に
受
け
]
、
外
は
彊
藩

げ
、
坦
乱
極
ま
れ
り
。
是
の
時
に
嘗
た
り
、
打
打
青
抱
紫
、
列
鼎

鳴
鍾
の
輩
[
貴
額
の
地
位
に
あ
っ
て
豪
奪
な
生
活
を
す
る
者
た
ち
]

は
、
奴
虜
に
出
づ
る
に
非
ず
ん
ば
、
即
ち
闘
茸
姦
壬
[
卑
賎
好



か
え

伝
]
の
徒
な
る
の
み
。
[
杜
甫
は
]
顧
っ
て
乃
ち
秦
臨
に
流
離
し
、

庸
萄
に
展
轄
と
し
て
、
遂
に
遠
く
江
湘
の
外
に
措
り
、
相
[
野

生
の
穀
物
]
を
荒
山
に
採
り
、
統
を
窮
聞
に
乞
う
に
至
る
。
古

よ
り
君
子
の
窮
す
る
や
、
未
だ
公
の
若
く
甚
だ
し
き
者
有
ら
ず
。

こ
れ

一
に
諸
を
篇
章
に
寓
し
、
自
ら
其
の
身
命
を
悼
み

憂
愁
疾
病
、

て
、
絶
え
て
憤
恕
誹
識
の
調
無
し
、
猶
お
倦
倦
と
し
て
宗
国
に

ゃ

望
み
有
る
こ
と
、
惟
だ
賢
俊
を
収
め
、
文
挺
[
戦
争
]
を
止
め
、

貞
観
[
唐
の
太
宗
の
治
世
]

の
蓄
に
復
す
る
に
在
る
の
み
。
「
復

た
唐
虞
の
理
[
完
舜
の
治
世
]
を
見
れ
ば
、
甘
ん
じ
て
汗
漫
の

遊
を
矯
さ
ん
」

の
一
聯
[
杜
甫
の
五
排
「
奉
迭
王
信
州
盗
北
蹄
」

詩
]
は
、
其
の
情
の
懇
ろ
な
る
を
想
う
べ
し
。
鳴
呼
。
此
れ
異

に
百
世
人
臣
の
師
表
と
謂
う
べ
し
。
然
ら
ば
則
ち
此
の
集
を
讃

た
め

む
者
、
有
く
も
或
い
は
験
す
に
性
情
の
正
を
以
て
せ
ず
し
て
、

只
だ
其
の
嘗
華
の
美
を
以
て
、
其
の
格
律
の
工
を
取
り
、
是
れ

を
以
て
公
の
詩
を
求
む
る
者
な
ら
ば
、
即
ち
所
謂
耳
食
耳
向

[
た
だ
耳
の
み
で
詩
を
味
わ
い
中
味
を
顧
み
な
ど
に
し
て
、
何
ぞ

む
か

能
く
意
を
以
て
志
を
逆
え
、
其
の
製
作
の
旨
を
失
わ
ざ
ら
ん
や
。

鳴
呼
。
是
れ
以
て
言
い
易
か
る
べ
け
ん
や
。
庚
午
仲
秋
、
延
昌

朝
鮮
時
代
私
家
社
法
考
(
張
)

ぬ

軒
に
主
日
す
。

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
注
稗
書
は
、
虞
集
の
名
に
仮
託
し
た

『杜

律
虞
註
』
、
超
坊
の

「
杜
工
部
五
言
超
註
』
、

お
よ
び
顧
展
の

「
昨
彊

園
杜
詩
註
解
』
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
杜
甫
の
五
言
律
詩
と

七
言
律
詩
を
封
象
と
す
る
が
、
も
っ
ぱ
ら
社
甫
の
排
律
の
み
に
注
緯

を
施
し
た
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
。
作
者
は
こ
れ
を

遺
憾
に
思
い
、
本
書
を
撰
し
た
と
い
う
。
己
巳
の
年
(
一
六
八
九
)

に
執
筆
を
開
始
し
、
完
成
し
た
の
は
庚
午
の
年
(
一
六
九
O
)
で
あ
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る
。
「
諸
家
の
註
解
を
取
り
、
其
の
繁
複
を
捌
り
、
其
の
講
謬
を
正

す
。
亦
た
頗
る
前
代
の
書
籍
を
参
考
し
、
兼
ね
て
先
輩
の
笥
記
を
採

り
、
閥
略
を
添
補
し
」
た
も
の
で
あ
り
、
相
官
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
朴
世
堂
(
一
六
二
九
一
七
O
三
)
「
輿
族
佳
監

司
泰
淳
」
に
よ
れ
ば
、

歳
暮
思
念
、
尤
異
常
時
。
忽
此
承
訊
、
負
慰
多
実
。
而
審
以

宿
患
矯
苦
、
馳
念
不
少
也
。
病
阻
在
世
鮮
歌
、
白
厭
久
夫
、
復

不
克
作
新
歳
陳
人
、
悲
陀
而
己
、
奈
何
奈
何
。
『
社
律
解
』
首



中
園
文
学
報
第
八
十
二
一
冊

初
略
関
、
但
以
性
不
喜
排
律
、
以
矯
古
人
何
事
於
此
乎
、
故
於

今
註
解
亦
謂
費
心
於
無
用
、
不
復
致
細
。
前
後
勤
勤
如
此
、
首

一
潟
究
討
、
有
可
以
可
否
者
、
亦
首
蓋
管
見
也
。
人
又
惇
有
意

解
商
隠
詩
、
果
有
此
否
。
此
詩
難
暁
、
有
鈎
深
摘
隠
、
令
護
者

諮
然
、
其
功
嘗
不
止
向
所
矯
者
。
深
望
深
望
。
発
酉
十
二
月
。

歳
暮
に
思
念
す
る
は
、
尤
も
常
時
に
異
な
れ
り
。
忽
ち
此
に

た
よ
り訊

を
承
け
、
慰
め
を
矯
す
こ
と
多
し
。
而
し
て
搭
患
を
以
て

苦
し
み
と
矯
す
を
審
ら
か
に
し
、
念
い
を
馳
す
る
こ
と
少
な
か

す
く

ら
ざ
る
な
り
。
病
阻
世
に
在
り
て
歓
ぴ
鮮
な
く
、
自
ら
厭
く

ふ

る

な

こ
と
久
し
、
復
た
新
し
き
歳
の
陳
き
人
と
作
る
を
克
れ
ず
、
悲

陀
す
る
の
み
、
奈
何
せ
ん
奈
何
せ
ん
。
『
杜
律
解
」
は
首
初

略
ぼ
閲
す
る
に
、
但
だ
性

え
ら
く
古
人
何
ぞ
此
を
事
と
す
る
や
と
、
故
に
今
の
註
解
に
於

排
律
を
喜
ば
ざ
る
を
以
て
、
以
震

い
て
も
亦
た
心
を
無
用
に
費
や
す
と
謂
い
て
、
復
た
細
を
致
さ

ず
。
前
後
勤
勤
た
る
こ
と
此
く
の
如
く
ん
ば
、
首
に
一
に
馬
に

究
討
す
べ
し
、
以
て
可
否
す
べ
き
者
有
れ
ば
、
亦
た
首
に
管
見

を
蓋
く
す
べ
き
な
り
。
人
又
た
商
隠
の
詩
を
解
す
る
に
音
山
有
り

と
偉
う
る
に
、
果
た
し
て
此
有
り
や
否
や
。
此
の
詩
は
暁
り
難

か
さ

く
、
有
く
も
深
を
鈎
し
隠
を
摘
み
、
讃
む
者
を
し
て
謡
然
た
ら

さ

き

つ

く

し
め
ば
、
其
の
功
は
首
に
向
に
矯
る
所
の
者
に
止
ま
ら
ざ
る
べ

し
。
深
く
望
ま
ん
深
く
望
ま
ん
。
発
酉
十
二
月
。

こ
の
手
紙
が
書
か
れ
た
の
は
な
六
西
の
年
(
一
六
九
三
)
o

蔑
念
な
が
ら
、

先
に
朴
泰
淳
が
朴
世
堂
に
宛
て
た
手
紙
は
『
治
浪
集
」
に
の
こ
っ
て

お
ら
ず
、
参
照
す
る
す
べ
が
な
い
。
世
堂
が
の
ち
に
本
宮
に
泰
淳
の

書
に
つ
い
て
具
瞳
的
に
論
評
を
行
っ
た
か
ど
う
か
も
、
我
々
は
知
る

由
も
な
い
。
世
堂
は
泰
淳
の
李
商
隠
詩
に
封
す
る
注
懇
の
方
を
よ
り
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重
覗
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
(
貫
は
彼
の
『
玉
渓
生
集
纂
解
』
十

巻
は
、
手
紙
が
書
か
れ
る
一
年
前
、
壬
申
の
年
(
一
六
九
二
)
に
完

向
山

成
し
て
い
る
。
た
だ
惜
し
む
ら
く
は
、
こ
れ
も
す
で
に
亡
供
し
て
し

ま
っ
た
。

四

徐
海
朝
『
社
詩
補
注
』

洪
良
浩
(
一
七
二
四
一
八
O
二
)
の
「
同
知
中
枢
府
事
徐
公
墓
誌

銘
益
序
」
に
云
う
、



公
詳
海
朝
、
字
宗
之
。
九
九
粛
、
其
競
也
。
:
:
:
属
文
章
以

理
勝
辞
達
局
主
、
不
向
新
奇
。
毎
朝
擁
会
論
「
皐
庸
章
句
』
、

至
老
不
廃
。
易
数
閏
法
、
多
有
悟
解
。
又
好
杜
陵
・
左
氏
、
有

「
杜
詩
補
註
」
、
「
左
史
抄
類
」
o

詳
は
海
朝
、
字
は
宗
之
。
九
九
粛
は
、
其
の
競
な
り
。

ノ;..
ムー、

:
:
:
文
章
を
矯
る
に
理
の
勝
り
辞
の
達
す
る
を
以
て
主
と
矯
し
、

新
奇
を
向
ば
ず
。
毎
朝
会
を
擁
き
て
『
皐
庸
章
句
』
を
諦

し
、
老
い
に
至
る
も
麿
せ
ず
。
易
数
閏
法
[
上
口
い
や
暦
法
]
、
多

く
悟
解
す
る
有
り
。
又
た
社
陵
・
左
氏
を
好
み
、
「
社
詩
補
註
」
、

③
 

『
左
史
抄
類
」
有
り
。

徐
海
朝
(
会
六
九
一
一
七
七
O
)
は
朝
鮮
の
粛
宗
・
景
宗
・
英
組
朝

期
の
人
物
で
あ
り
、
洪
良
浩
の
撰
し
た
墓
誌
に
よ
っ
て
、
そ
の
お
お

ま
か
な
生
涯
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
『
杜
詩
補
注
」
に

閲
す
る
資
料
は
極
め
て
少
な
く
、
わ
ず
か
に
書
名
が
分
か
る
の
み
。

五

李
忠
朝
三
七
四
回
会
八
一
六
)
『
杜
詩
略
説
」

李
忠
坊
の
「
題
杜
詩
略
説
後
」
に
云
う
、

朝
鮮
時
代
私
家
社
法
考
(
張
)

絵
家
古
紙
書
少
、
杜
陵
詩
只
有
『
纂
註
』

補
録
、
頗
警
切
、
然
時
有
未
契
。
奮
注
察
・
趨
二
家
最
詳
核
、

而
察
傷
繁
曲
、
超
未
該
悉
。
絵
業
之
四
十
鈴
年
、
靴
就
紙
頭
手

録
新
見
及
考
詮
遺
漏
、
久
之
、
旋
省
差
謀
、
不
住
刊
更
、
朱
墨

一
本
、
津
堂
李
公
所

交
錯
、
塗
乙
狼
蒋
、
向
不
敢
矯
修
整
成
書
計
。
年
前
鄭
弟
丈
謙

属
児
子
勉
伯
輯
矯
此
巻
、
還
以
相
一
不
、
鈴
反
覆
数
回
、
復
有
添

改
、
名
之
矯
『
略
説
』
、
奥
丈
謙
深
裁
、
無
軽
惇
示
人
、
未
保

他
日
無
可
更
添
改
也
。
然
徐
今
年
七
十
有
三
失
、
縦
有
添
改
、

能
得
幾
段
也
。
此
所
裁
別
、
皆
依
「
纂
註
』
李
本
属
説
、
非
可

孤
行
、
覧
者
知
之
。
丙
子
春
忠
初
書
。

徐
が
家
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主
目
を
戒
す
る
こ
と
少
な
く
、
社
陵
の
詩
は
只
だ

一
本
有
る
の
み
、
津
堂
李
公
の
補
録
す
る
所
に
し
て
、

あ

頗
る
警
切
、
然
れ
ど
も
時
に
未
だ
契
わ
ざ
る
有
り
。
蕎
注
は

『
纂
註
』

察
・
超
二
家
最
も
詳
核
、
市
る
に
察
は
繁
曲
[
煩
蹟
]
に
傷
み
、

超
は
未
だ
該
悉
せ
ず
。
鈴

之
を
業
と
す
る
こ
と
四
十
徐
年
、

杭
ち
紙
頭
に
就
き
て
新
見
及
び
考
詮
の
遺
漏
を
手
ず
か
ら
録
し
、

之
を
久
し
く
す
、
旋
い
で
差
誤
を
省
み
、
刊
更
を
住
め
ず
、
朱

墨
交
錯
し
て
、
塗
乙
す
る
こ
と
狼
霜
た
り
、
向
お
敢
え
て
修
整
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し
て
書
を
成
す
の
計
を
矯
さ
ず
。
年
前

る
つ

の
勉
伯
に
属
し
て
輯
め
て
此
の
巻
を
矯
し
、
還
り
て
以
て
相
い

鄭
の
弟
丈
諌

見
子

示
さ
し
む
、
鈴

反
覆
す
る
こ
と
数
回
、
復
た
添
改
す
る
有
り
、

之
に
名
づ
け
て
『
略
説
』
と
矯
す
、
丈
謙
に
輿
え
て
深
く
戒
し
、

軽
が
る
し
く
は
人
に
惇
え
示
す
無
か
ら
し
め
、
未
だ
他
日

に
添
改
す
べ
き
無
き
を
保
た
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
訟
は
今
年

七
十
有
三
な
り
、
縦
い
添
改
す
る
有
る
も
、
能
く
幾
段
を
得
ん

ゃ
。
此
れ
裁
別
す
る
所
、
皆
な
「
纂
註
』
李
本
に
依
り
て
説
を

矯
す
、
孤
行
す
べ
き
に
非
ず
ん
ば
、
買
る
者

③
 

丙
子
の
春
、
忠
調
書
す
。

之
を
知
ら
ん
。

李
忠
胡
は
李
植
の
『
杜
詩
批
解
』
を
相
官
高
く
許
慣
す
る
一
方
で
、

宋
代
の
察
夢
弼
と
超
次
公
の
注
程
に
封
し
て
は
や
や
批
判
的
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
恐
ら
く
銭
謙
盆
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
い

わ
ゆ
る
「
越
次
公
以
室
調
停
丈
句
話
事
、
遺
幅
車
君
、
少
所
設
明
、
其

失
也
短
。
察
夢
弼
以
措
掠
子
惇
矯
博
、
迂
濫
跨
鮫
、
昧
於
持
揮
、
其

失
也
雑
(
越
次
公
は
文
句
を
護
稗
す
る
を
以
て
事
と
震
す
も
、
逢
幅
草
案

[
内
容
が
窮
屈
]
に
し
て
、
護
明
す
る
所
少
な
し
、
其
の
失
や
短
な

り
。
察
夢
弼
は
子
停
を
指
折
[
採
集
]
す
る
を
以
て
博
と
話
す
も
、

迂
濫
跨
鮫
[
未
整
理
で
雑
駁
]
に
し
て
、
持
揮
[
取
拾
選
揮
]
す
る
に

く

ら

(

主

昧
し
、
其
の
失
や
雑
な
り
)
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
李
忠
坊
は

『
杜
詩

批
解
』
を
謹
本
と
し
、
「
之
を
業
と
す
る
こ
と
四
十
徐
年
」
、
ま
た

更

「
刊
更
を
住
め
ず
」
、
幾
度
も
修
正
を
繰
り
返
し
た
が
、

そ
れ
で
も

な
お
「
書
を
成
す
の
計
」
は
無
か
っ
た
と
い
う
。
の
ち
に
子
の
李
勉

伯
(
一
七
六
七
一
八
三
O
)
が
編
纂
し
て
一
巻
と
し
、
さ
ら
に
忠
坊

が
「
反
覆
す
る
こ
と
数
回
、
復
た
添
改
す
る
有
り
、
之
に
名
づ
け
て

『
略
説
」
と
矯
す
」
と
あ
り
、
そ
の
慎
重
な
著
述
態
度
を
窺
う
こ
と
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が
で
き
る
。
こ
の
肢
は
彼
が
亡
く
な
っ
た
年
に
書
か
れ
て
お
り
、
そ

の
記
述
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
『
杜
詩
批
解
』
と
合
わ
せ
参
照
す
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
朝
鮮
王
朝
の
人
び
と
が

李
植
の
書
を
重
頑
し
て
い
た
こ
と
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
李
勉
伯
の
「
先
考
批
合
葬
誌
」
に
よ
る
と
、

板
園
君
丈
筆
有
名
於
世
、
士
大
夫
争
寵
歎
之
、
而
板
園
君
不

以
此
白
多
、
等
之
小
技
。
有
求
書
者
、
淡
墨
瞥
翰
、
信
手
濡
染
、

若
無
意
於
書
者
。
有
集
二
巻
、
『
談
老
』
、
『
杜
詩
略
説
』
各



巻
、
戴
之
家
。

板
園
君
の
文
筆
は
世
に
名
有
り
、
士
大
夫

寵
を
争
い
て
之

を
歎
ず
、
而
る
に
椴
園
君
は
此
を
以
て
自
ら
多
と
せ
ず
、
之
を

小
技
に
等
し
と
す
。
主
目
を
求
む
る
者
有
ら
ば
、
淡
墨
警
翰
も
て
、

ま
か

手
に
信
せ
て
濡
染
し
、
書
に
意
無
き
者
の
若
し
。
集
二
巻
有
り
、

『
談
老
』
、
『
社
詩
略
説
』
各
お
の
一
巻
、
之
を
家
に
戒
す
。

こ
の
書
が
寓
本
と
し
て
家
に
古
概
さ
れ
る
の
み
で
、
刊
行
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。

_._ 
2、

李
勉
前
(
一
七
六
一
l
l
-

八
一
五
)
の
社
詩
注

李
是
遠
(
一
七
九
O

一
八
六
六
)
の
「
従
曾
租
叔
父
鍛
隠
公
墓
誌

銘
」
に
云
う
、

公
於
書
無
不
語
、
而
尤
喜
『
易
』
輿
老
杜
詩
、
至
晩
年
不
倦
、

割
録
新
解
於
紙
頭
、
皆
前
人
所
未
護
。

公
は
書
に
於
い
て
謹
ま
ざ
る
無
く
、
而
し
て
尤
も
『
易
』
と

老
杜
の
詩
と
を
喜
ぶ
、
晩
年
に
至
る
ま
で
倦
ま
ず
、
割
録
新
解

朝
鮮
時
代
私
家
社
法
考
(
張
)

⑪
 

の
紙
頭
に
於
け
る
、
皆
な
前
人
の
未
だ
護
せ
ざ
る
所
な
り
。

こ
の
墓
誌
銘
に
は
鍛
隠
公
の
姓
名
が
現
れ
ず
、
わ
ず
か
に
「
公
詳
口

口
、
字
口
口
、
白
競
鍛
隠
(
公
、
詳
は
口
口
、
字
は
口
口
、
自
ら
鍛
陰
と

競
す
)
」
と
示
さ
れ
る
の
み
。
ま
た
「
考
口
口
、
競
念
粛
(
考
[
亡

父
]
は
口
口
、
念
薪
と
競
す
こ
と
あ
る
。
李
忠
胡
「
従
兄
念
斎
君

墓
誌
銘
」
に
よ
れ
ば
、
李
念
斎
(
一
七
三
二
一
七
八
八
)
、
名
は
柴

胡
、
字
は
敬
仁
、
子
が
一
人
あ
り
、
そ
の
名
は
勉
前
、
生
員
と
な
っ

mw 

た
と
い
う
。
こ
れ
は
李
是
遠
の
墓
誌
銘
に
記
す
と
こ
ろ
の
「
壬
子
の

あ
た

合
同
園
、
経
義
を
以
て
生
員
に
中
る
(
壬
子
台
圏
、
以
経
義
中
生
日
貝
)
」
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と
い
う
記
述
と
ち
ょ
う
ど
符
合
す
る
。
以
上
よ
り
、
鍛
隠
公
と
は
す

な
わ
ち
李
勉
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
李
是
遠
の
墓
誌
銘
に
ま
た
云
う
、

我
租
板
園
君
奥
従
兄
凡
翁
君
、
於
伯
父
母
有
父
母
之
恩
、
於

念
粛
君
有
同
胞
之
愛
。
詳
載
於
板
園
君
所
撰
念
薪
墓
誌
中
。
中

粛経
百

聞健
持票
tI~ ~，':台

場器
開、

円而
五凡
穴 翁
先 占

芝再
渦在
君益
f口尽
御 盤
服 石
勤 坊

退念

則
以
阻
字
業
相
切
磨
。
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我
が
組
淑
園
君
と
従
兄
凡
翁
君
と
は
、
伯
父
母
に
於
い
て
父

母
の
恩
有
り
、
念
粛
君
に
於
い
て
は
同
胞
の
愛
有
り
。
板
園
君

撰
す
る
所
の
念
斎
墓
誌
中
に
詳
ら
か
に
載
す
。
中
ご
ろ
百
擢

[
も
ろ
も
ろ
の
不
孝
]
を
経
、
蕩
析
流
離
[
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て

各
地
を
放
浪
]
す
る
も
、
凡
翁
の
宅
は
向
お
漢
京
盤
石
坊
に
在

り
。
念
粛
・
板
園
は
、
時
時
圏
命
日
す
。
公
と
先
考
岱
淵
君
と
、

絹
御
[
恭
し
く
奉
仕
]
し
て
勤
め
に
服
し
、
退
け
ば
則
ち
向
学
業

ぬ一

を
以
て
相
い
切
磨
す
。

」
の
記
述
か
ら
推
測
す
る
に
、
鍛
隠
公
の
杜
詩
愛
好
は
、
板
園
君
李

忠
湖
、
岱
淵
君
李
勉
伯
の
父
子
に
そ
の
向
学
術
的
淵
源
を
遡
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

朝
鮮
時
代
の
五
百
年
間
、
社
詩
の
流
停
は
康
範
固
に
わ
た
り
、
そ

の
地
位
も
非
常
に
高
か
っ
た
。
王
室
か
ら
民
間
に
至
る
ま
で
杜
詩
の

注
稗
書
・
課
本
・
選
本
は
数
多
く
作
ら
れ
た
が
、
惜
し
む
ら
く
は
李

植
の

『
社
詩
批
解
』
を
除
き
、
他
の
私
家
版
杜
詩
注
が
今
日
に
惇

わ
っ
て
い
な
い
。
本
稿
は
そ
れ
ら
の
侠
書
に
閲
す
る
断
片
的
記
録
を

虞
く
牧
集
し
、
古
人
の
言
説
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
わ

ず
か
六
項
目
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
こ
に
私
見
を
記
し
、
博
雅
の
士
の

ご
高
覧
に
供
し
た
い
。

二
O
一
二
年
五
月
十
日
、
南
京
城
西
の
朗
詩
寓
所
に
て

護
者
附
記

翻
詳
に
あ
た
り
、
文
意
を
と
る
た
め
に
必
要
最
小
限
の
誇
注
を
[
]

内
に
記
し
た
。
引
用
資
料
に
は
、
原
典
に
照
ら
し
て
文
字
・
句
讃
を
一
部

改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

+
主①

『
警
修
堂
全
稿
」
第
十
一
冊
、
『
韓
一
同
文
集
叢
刊
』
第
二
九
一
加
、

景
仁
文
化
社
、
二

O
O
二
年
版
、
三
七
五
頁
。

②
『
朝
鮮
王
朝
賓
録
』
世
宗
賓
録
、
二
十
五
年
四
月
丙
午
の
係
。

③
「
紫
霞
詩
集
序
」
、
『
河
田
漢
堂
文
集
定
本
』
巻
八
、
『
金
津
条
文
集
』

第
二
冊
、
亜
細
亜
文
化
壮
、
一
九
七
八
年
版
、
二
一
八
頁
。

④
注
①
参
照
。

⑤
李
端
夏
「
上
尤
粛
」
に
「
先
人
嘗
批
解
社
詩
大
合
、
此
蓋
逢
朱
夫
子

欲
註
之
意
、
其
用
力
亦
深
実
。
卜
U
A
1
註
解
諸
家
不
潟
不
多
、
而
多
失
其

旨
。
先
人
的
学
務
窮
格
、
必
薮
其
己
巨
(
妄
是
非
。
此
解
若
体
、
諸
家
贋
説
乱

註
皆
可
廃
也
。
:
:
:
又
欲
先
富
市
於
先
生
前
、
得
一
題
叙
之
語
」
。
『
畏
粛

集
』
巻
六
、
『
韓
園
文
集
叢
刊
』
第
一
一
一
五
冊
、
三
七
九
頁
。
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⑥
『
貞
庵
集
』
巻
十
五
、
『
韓
関
文
集
叢
刊
』
第
一
二
六
冊
、
九
八
頁
。

⑦
『
五
洲
街
文
長
婆
散
稿
』
巻
二
十
二
、
東
園
文
化
枇
、
一
九
五
九
年

影
印
本
、
六
三
四
頁
。

③
以
上
の
書
日
は
、
い
ず
れ
も
張
伯
偉
編
「
朝
鮮
時
代
書
日
叢
刊
』

(
中
華
書
局
、
二

O
O
四
年
版
)
に
見
え
る
。

⑨
『
杜
詩
斗
比
較
文
率
的
研
究
』
、
亜
細
亜
文
化
壮
、
一
九
七
六
年
版
、

三
O
頁。

⑬
『
杜
詩
流
停
韓
園
考
』
、
官
官
旦
湾
・
丈
史
哲
出
版
社
、
一
九
九
一
年
版
、

八
三
|
八
五
頁
。

⑪
『
化
堂
集
』
巻
四
、
『
韓
園
文
集
叢
刊
』
第
八
四
珊
、
八
三
八
四

百
九

⑫
『
童
士
集
』
巻
六
、
『
韓
図
文
集
叢
刊
』
第
一

O
O
粉
、
六
O
頁。

⑬
『
宋
子
大
企
』
虫
色
一
百
七
十
四
、
『
韓
園
文
集
叢
刊
」
第
一
一
四
冊
、

三
八
頁
。

⑬
「
治
浪
成
公
慕
誌
銘
」
、
「
童
士
集
』
巻
六
、
『
韓
園
文
集
叢
刊
』
第

一
O
O冊
、
六
O
頁。

⑬
「
槍
浪
成
公
墓
褐
銘
並
序
」
、
『
宋
子
大
全
』
巻
一
百
七
十
四
、
『
韓

園
文
集
叢
刊
』
第
一
会
四
冊
、
三
七
一
良
。

⑬
『
資
治
通
鑑
」
虫
色
九
十
、
中
華
書
局
、
一
九
五
六
年
版
、
二
八
四
四

百円。

⑫
『
治
浪
集
』
巻
四
、
『
韓
図
文
集
叢
刊
』
第
六
四
冊
、
五
八
頁
。

⑬
『
警
修
堂
全
稿
』
三
十
三
所
、
『
韓
園
文
集
叢
刊
』
第
二
九
一
所
、

五
O
八
頁
。

朝
鮮
時
代
私
家
社
法
考
(
張
)

⑬
『
警
修
堂
全
稿
」
二
十
七
粉
、
『
韓
関
文
集
叢
刊
』
第
二
九
一
加
、

六
O
六
頁
。

⑫
『
警
静
粛
集
』
巻
八
、
『
韓
園
文
集
叢
刊
績
』
第
三
入
所
、
一
五
二

百九。

⑫
左
江
『
本
十
植
社
詩
批
解
研
究
」
、
中
華
書
局
、
二

O
O七
年
版
、
二

頁
注
宮
参
照
。

③
『
立
市
周
集
』
巻
四
十
六
、
『
韓
園
文
集
叢
刊
』
第
二
五
四
冊
、
三

O

二

三

O
三
頁
。

③
『
東
渓
集
』
巻
六
、
『
韓
園
文
集
叢
刊
績
』
第
五
一
加
、
二

O
四

|

二
O
五白ハ。

⑧
『
西
渓
集
』
巻
十
九
、
『
韓
園
文
集
叢
刊
』
第
一
三
四
冊
、
四

0
0

頁。

@
「
玉
渓
生
集
纂
解
序
」
、
『
束
渓
集
』
巻
六
、
「
韓
園
文
集
叢
刊
績
』

第
五
一
加
、
二

O
五

二

O
六
頁
を
参
照
。

⑧
『
耳
渓
集
』
巻
三
十
三
、
『
韓
園
文
集
叢
刊
』
第
二
四
二
冊
、
三
六

三
七
白
ハ
。

⑫
『
板
園
遺
稿
』
二
冊
、
『
韓
園
文
集
叢
刊
』
第
二
五
五
冊
、
五
五
三

頁。

③
「
注
社
詩
略
例
」
、
『
銭
注
杜
詩
』
、
上
海
占
籍
山
版
祉
、
一
九
七
九

年
版
、
一
一
一
頁
。

⑧
『
岱
淵
遺
稿
」
巻
二
、
『
韓
園
文
集
叢
刊
』
第
二
九

O
加、

頁。

⑩
『
沙
磯
集
』
五
冊
、
『
韓
園
文
集
叢
刊
』
第
三

O
二
冊
、

251 

九。
一
五
五
頁
。



中
園
文
学
報

第
八
十
二
一
冊

⑧
『
淑
同
遺
稿
』
二
冊
、
『
韓
園
文
集
叢
刊
』
第
二
五
五
冊
、
五
三
五

百円。

②
『
沙
磯
集
』
五
冊
、
『
韓
園
文
集
叢
刊
』
第
三

O
二
冊
、

一
五
四
頁
。
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